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小山高生の企画力、運営力、そして実践力！ 笙陵祭も、進路活動も、みんなが成功、みんなで成功！あえて困難な道を選ぶことが成長になる 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和７年度笙陵祭は、笙陵祭実行委員、生徒会役員、体育委員、カラーリーダーやカラパフォ担当者、模擬店

担当者など、みなさん一人ひとりの活躍により大成功に終わりました。実行委員長の梨那さんの言葉にもあるように、

困難なこと、うまくいかないこと、不安なこともたくさんあったかと思いますが、みなさんは、それを一つひとつ乗り越えてい

きました。笙陵祭を通じて、みなさんの資質・能力「前に踏み出す力・仲間と協力する力・考え抜く力」は大きく成長

したことと思います。学校行事は、みなさんの人間性を成長させる、貴重な教育機会だったのです。 

 さて、これからもう一つの大きな祭りが始まります。「進路活動」という祭りです。この祭りは長期間です。もしかした

ら、笙陵祭以上に、大きな困難に直面するかもしれません。でも、大丈夫です。みなさんは、逃げたりしないし、やり

遂げられると思います。進路活動という大きな祭りも、「みんなが成功、みんなで成功」させましょう。 
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前に踏み出す力・チームで活動する力・考え抜く力 

「主人公」～君たちに青春を預ける～ みんなで作り上げた笙陵祭 

 令和７年度笙陵祭実行委員長 勝間田梨那さん 

 今年度の笙陵祭は、「君が主役だ！」をスローガンに小山高校の勢いを感じることのできた、一人一人の心に

遺る笙陵祭でした。私は、令和７年度笙陵祭実行委員長という役職を務めましたが、このお仕事は私一人の

力でやり遂げることは、決して簡単ではありませんでした。笙陵祭の企画・運営にあたっては、多くの課題が立ち

はだかり、思うように進まず、正直不安でいっぱいでした。しかし、困難に直面した時、私は多くの仲間に支えられ

て、ここまで来ることができました。そして、オープニングでステージの上から、全校のみんなの笑顔を見た瞬間、そ

の時が私にとって「最幸」の時間となりました。一生忘れることのない光景でした。困難から逃げることなく「前に踏

み出し」、仲間と「チームで活動」して、粘り強く「考え抜く」ことで私は、このすばらしい景色をみることができまし

た。笙陵祭に参加してくれた、「主人公」であった全てのみなさんへ、心より感謝いたします。本当にありがとうござ

いました。 

 私たち３年生は、これから自分の進路に向けた活動に入ります。もちろん、不安もありますが、このすばらしい

笙陵祭をつくりあげたみなさんとなら、一緒に頑張れます。また、みんなですばらしい景色を目にしたいです。 



 
 

      

   

    

     

    

   

笙陵祭 2025 

一人ひとりが、様々な場面で活躍した笙陵祭でした！ 

みなさんの活躍は、後輩たちに引き継がれていきます！ 

 


